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              学生の頃は「ごはん小僧」と呼ばれるくらい「米」が大好きでした。

「「米」なんて安いからたくさん食べなさい。」と祖母が私にたくさん食

べさせてくれました。今でも「米」は大好きです。 

               魚住中学校でも給食の残食がほぼありません。毎日美味しそうにい

い顔をして食べている皆さんの表情はとてもカッコいいです。すくすく

とまっすぐに成長していけますね。食欲の秋、一緒にたくさんたべまし

ょう。 

 今月の表紙 

稲は、実が成熟して豊かになるにつれて穂が重くなり、その重みで自然と穂先が垂れ下がり、地

面に近づきます。そこから「実るほど頭を垂れる稲穂かな」ということわざがあります。努力や成功

を得たとしても、そこにともなう謙虚さや感謝の心がなければ、ほんとうの立派さには繋がらない

という意味が込められています。皆さんだけではありません。大人もそうです。どんなときでも「感

謝」、「ありがとう」という言葉を忘れないで前に進めていきましょう。 

                

輝くとき 

 今年の総体も、魚住中学校生は大活躍でした。たくさんの感動と勇気をくれ 

ました。ありがとう。 

総体はおおよそがトーナメント方式で行われます。勝ち続けないと次の大会 

へは進めません。そんなプレッシャーの中での戦いですから、何が起こるかわか 

らない、予期せぬことも起こり得えます。また、必ずしも強いチームが勝ちあがるとは限らないという

ことでもあります。あらゆる条件（天候、雰囲気、ゲームの流れ、そして、運など）がマッチして、結

果、勝利につながっていくのだと思います。 

吹奏楽部は、夏の演奏会、全学年で揃っての演奏がとても心に残っています。１年生も入っての三学

年揃っての一つになった演奏は見ごたえがありました。自分の学校であるのでひいき目に一番素晴らし

いなと当然思っていたのですが、会場にいた他校の観客も「よかったねぇ〜」と呟いていました。やっ

ぱりうちの演奏は本物なんだ（とても上手）、そうなんです。 

美術部の皆さん、いつも素敵な黒板アートをありがとう。皆さんの絵は職員玄関にあり、少し疲れて

出勤した時も皆さんの絵で癒やされて、また癒やされて家に帰ることができています。毎月楽しみにし

ています。また、美術展も素晴らしい展示でした。学校とはまた違った角度から皆さんの作品を見るこ

とができました。 

さて、皆さんとてもよく頑張り、結果も残しています。しかし、私は結果がすべてではないとも考え

ています。どの場面でも皆さんは素晴らしいパフォーマンスをしていました。ある先生が、「君たちのそ

んな姿に元気をもらいました」と話されているのを聞きました。本当にそのとおりです。一生懸命に取

り組んでいる皆さんは、キラキラと輝き、とても眩しい存在です。皆さん一人一人が一生懸命に生きて
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います。自分ではわからないと思いますが、皆さんのその輝きは、周りの仲間や大人も魅了しているの

です。 

夏休みが終わり、３年生は次のステージに向けて、１，２年生は新人大会に向けて、毎日学校生活に

取り組んでいます。それぞれの場所で、それぞれが自信を持ってさらに前へ進んでいきましょう。 

 

学級活動で学ぶとき 

１学期は「知り合う」、２学期は「深め合う」ときです。体育行事や文化行事が

あり、学級での取り組みが中心となる学期です。仲間とともに汗をかき、一緒に

もがきながら、前に進むのです。また、一緒に活動していて、揉めないことなんて

ありません。むしろ、当然に起こりうることです。しかし、それを後ろ向きに捉え

るのではなく、前向きに受け止め、なんとか仲間ともがき、苦しみながら前に進

めようとしてほしいです。そのような皆さんがもがいている姿は、先ほど言った

ように、今、一番「輝いている」時なのです。皆さんがキラキラと輝くその瞬間

を、逃さず見守っていきたいと思います。 

 

自分で選ぶとき 

まだまだ厳しい暑さが続いています。朝、私が校門に立って 

いると、爽やかな笑顔でみんなが挨拶をしてくれます。最高の 

瞬間ですね。いつも元気をもらっています。 

学校へみんなが到着した時、ほとんどの人が汗びっしょりで 

す。学校へ来るだけでこの暑さ…。すごいです。本校では、暑 

さ対策で「体操服登校も可」としています。しかしながら、この対策も厳しい暑さに対応できているの

か…なんとかしなければならない、なんとかならないものなのか、毎日悩んでいます。 

さて、「体操服登校も可」という意味を皆さんわかっていますか。制服で登校してもいいのですよ。天

候や気分など、TPO（Time Place Occasion）に合わせて自分で「服装を選択」することができるように

しているのです。最近、制服登校が少し増えてきました。３年生の卒業アルバム撮影やそれ以外の理由

など、自分で「選択」して登校している人が増えてきました。 

学校にはこの制服だけでなく、皆さんが「選択」する機会がたくさんあります。また、選択肢も豊富

にあります。たくさんあるので友だちや雰囲気、ノリなどで選びがちですが、自分の判断に基づいて自

信をもって選択することで、迷いなく「前に」進むことができます。そして、皆さんの目指すゴールが

明確になり、将来も変わってくるかもしれません。まずはこの簡単にできる毎日の服装、そこから「自

分で選択する」ということを改めて実践してみませんか。何かが変わる…きっと。 

 

毎日の学校生活を大切にしている、また、地道に努力を重ねている皆さんは、 

行事などを通じて着実に伸びています。少しずつね。結果を焦らず、自分を信じましょう。 

「過程を大切にしていれば、おのずと『結果』はついてくる」 

Uozumi Heros and Heroiens ever must win!  「前へ！ Go forward!」 
 

 

 


